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企
業
の
移
動
と
地
域
社
会
・
地
方
行
財
政

│
│
大
正
期
に
お
け
る
金
町
製
瓦
の
事
例
か
ら
│
│

中　

西　

啓　

太

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
創
業
し
た
煉
瓦
製
造
業
者
で
あ
る
金
町
製
瓦
株
式
会
社
の
工
場
移
転
と
合
併
を
事
例
と
し

て
、
明
治
中
後
期
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
の
企
業
と
そ
の
立
地
す
る
地
域
社
会
・
地
方
行
財
政
と
の
関
係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

企
業
と
地
域
と
の
関
係
と
い
う
研
究
題
材
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
治
中
頃
の
い
わ
ゆ
る
産
業
革
命
期
を
中
心
に
、
経
済
発
展
・
工
業
化

が
大
都
市
部
に
限
ら
ず
全
国
の
広
範
な
地
域
で
見
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、「
地
方
」
の
経
済
的
意
義
を
捉
え
た
一
連
の
研
究
が
存
在
す

る
。

　

た
と
え
ば
谷
本
雅
之
氏
は
、
地
域
社
会
に
根
付
い
た
経
済
活
動
・
起
業
・
投
資
な
ど
を
分
析
し
、
リ
ス
ク
を
い
と
わ
ず
地
域
の
産
業
に

投
資
し
た
地
方
名
望
家
層
の
存
在
を
捉
え
、
企
業
勃
興
を
支
え
た
重
要
性
を
指
摘
し
、「
動
機
と
し
て
の
地
域
社
会
」
と
い
う
研
究
視
角

を
提
起
し
た ）1
（

。
中
村
尚
史
氏
は
、
都
市
部
に
お
け
る
経
済
活
動
に
比
し
て
、
非
匿
名
的
な
「
地
方
」
に
お
い
て
は
「
顔
の
み
え
る
関
係
」

が
資
金
調
達
や
情
報
の
取
得
な
ど
に
あ
た
っ
て
有
効
に
機
能
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
地
域
工
業
化
の
意
義
と
、
そ
の
要
因
を
提
示
し

た ）2
（

。
日
露
戦
争
期
以
降
に
は
都
市
経
済
の
発
展
が
よ
り
顕
著
と
な
る
も
の
の
、
決
し
て
地
方
経
済
の
側
が
衰
退
し
た
わ
け
で
は
な
い
と

す
る ）3
（

。
さ
ら
に
、
巨
大
な
経
済
主
体
が
存
在
し
た
こ
と
が
地
域
社
会
へ
与
え
た
影
響
を
分
析
し
た
様
々
な
事
例
研
究
が
展
開
さ
れ
て
お
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り
、
地
域
社
会
の
変
容
や
都
市
化
の
進
展
が
捉
え
ら
れ
て
い
る ）4
（

。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
は
企
業
城
下
町
の
事
例 ）5
（

や
、
近
世
の
商
家
の

系
譜
を
継
ぐ
地
方
資
産
家
の
研
究 ）6
（

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
に
お
い
て
は
、
企
業
な
ど
の
経
済
主
体
に
と
っ
て
の
地
域
社
会
と
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
の
経
済
的
意
義
や
、

巨
大
な
経
済
主
体
が
所
在
し
た
こ
と
の
地
域
社
会
に
対
す
る
影
響
が
捉
え
ら
れ
て
き
た
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
企
業
・
工
場
な
ど
の
移
転
や
合
併
、
つ
ま
り
、
経
済
主
体
と
地
域
社
会
と
の
関
係
の
切
断
や
、
新
た
な
関
係
の
構
築
も
、
ご
く
一
般

的
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
「
地
方
」
と
の
関
係
が
切
れ
、
新
た
な
「
地
方
」
と
の
関

係
を
結
び
直
す
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
企
業
と
地
域
社
会
と
が
相
互
に
有
し
た
意
義
を
析
出
し
た
い
。
こ
う
し
た
事
例
を
取
り
上

げ
る
こ
と
で
、
先
行
研
究
に
対
し
て
論
点
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
企
業
と
地
域
と
の
関
係
は
様
々
な
局
面
を
想
定
し
う
る
が
、
本
稿
で
特
に
注
目
す
る
の
は
村
財
政
な
ど
に
対
す
る
企
業
の
納
税

や
寄
付
と
い
う
局
面
で
あ
る
。
土
を
原
材
料
と
す
る
煉
瓦
製
造
業
の
特
質
上
、
周
辺
に
関
連
産
業
を
勃
興
さ
せ
る
と
い
う
力
は
あ
ま
り
強

く
な
い ）7
（

。
し
か
し
、
機
械
・
動
力
を
導
入
し
て
大
勢
の
賃
労
働
者
を
使
用
す
る
近
代
工
場
を
有
し
、
農
村
地
域
で
の
一
経
済
主
体
と
し

て
は
か
な
り
大
き
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
先
行
研
究
の
事
例
の
よ
う
に
納
税
・
寄
付
を
通
じ
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
点
は
想
定
で

き
る
。
創
業
以
来
三
〇
年
近
く
工
場
が
置
か
れ
た
東
京
府
南
葛
飾
郡
金
町
村
（
現
在
の
葛
飾
区
）
に
と
っ
て
の
金
町
製
瓦
の
意
義
や
、
地

域
・
企
業
双
方
に
と
っ
て
の
転
出
の
影
響
を
検
討
す
る
。

　

一
方
で
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
金
町
製
瓦
が
移
転
し
た
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
潮
止
村
（
現
在
の
八
潮
市
）
は
い
わ
ゆ
る
「
模
範

村
」
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
日
露
戦
後
に
内
務
省
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
地
方
改
良
運
動
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
村
を
表
彰
し
た
も
の
で
、
村
と
し
て
の
運
営
方
針
が
や
や
特
殊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る ）8
（

。
こ
う
し
た
地
域
ご

と
の
特
質
に
よ
り
、
税
な
ど
を
介
し
た
企
業
と
地
域
と
の
関
係
も
多
様
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
金
町
製
瓦
は
大
正
七
年

一
月
三
一
日
を
も
っ
て
関
東
地
方
の
最
大
手
で
あ
る
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
以
後
は
そ
の
一
工
場
と
し
て
操
業
を

続
け
る ）9
（

。
企
業
合
併
と
い
う
経
済
活
動
の
帰
結
の
ひ
と
つ
が
、
地
域
社
会
・
地
方
財
政
に
は
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
合
わ
せ
て
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図１
「今昔マップ on the web」より作成。
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検
討
し
た
い
。
関
係
す
る
地
域
に
つ
い
て
は
図
1
に
ま
と
め
た
。

　

以
下
、
ま
ず
一
で
は
本
稿
の
事
例
と
な
る
金
町
製
瓦
株
式
会
社
の
来
歴
や
経
営
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
二
で
は
転

出
元
で
あ
る
金
町
村
と
の
関
係
を
、
三
で
は
大
正
五
年
に
移
転
し
た
先
で
あ
る
潮
止
村
と
の
関
係
を
、
日
本
煉
瓦
製
造
と
の
合
併
の
影
響

を
含
め
て
分
析
す
る
。

一
．
金
町
製
瓦
の
沿
革
と
経
営
状
況

　

金
町
製
瓦
株
式
会
社
は
、
本
社
事
務
所
を
東
京
市
京
橋
区
松
屋
町
（
現
在

の
中
央
区
）
に
、
煉
瓦
製
造
工
場
を
金
町
村
に
設
置
し
、
明
治
二
一
年
に
創

業
し
た
。
三
三
年
に
は
金
町
工
場
に
本
社
を
置
き
、
京
橋
区
に
は
出
張
所
を

置
く
と
い
う
定
款
改
正
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
意
図
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い

も
の
の
金
町
製
瓦
に
と
っ
て
の
金
町
村
の
重
要
性
・
拠
点
性
が
う
か
が
え

る ）10
（

。

　

ま
ず
、
金
町
製
瓦
の
来
歴
と
と
も
に
主
な
工
場
設
備
に
つ
い
て
概
観
す

る
。
社
史
な
ど
に
よ
る
と
、
栃
木
県
出
身
で
製
綿
機
の
発
明
・
改
良
者
で
あ

る
野
沢
泰
次
郎
が
ホ
フ
マ
ン
窯
の
図
面
を
入
手
し
、
自
ら
が
経
営
す
る
綿
打

工
場
の
あ
る
東
京
府
南
葛
飾
郡
金
町
村
に
設
立
し
た
と
い
う ）11
（

。
ホ
フ
マ
ン

窯
は
ホ
フ
マ
ン
式
輪
窯
・
輪
環
窯
と
も
呼
ば
れ
、
登
り
窯
と
同
じ
よ
う
に
一

度
点
火
す
る
と
順
次
火
が
隣
の
房
へ
移
っ
て
い
く
機
構
だ
が
、
房
を
円
形
な

い
し
楕
円
形
に
配
置
し
て
最
後
の
房
を
最
初
の
房
に
連
結
す
る
こ
と
で
、
火
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表１　明治21年細谷伊助より買受一覧

工場敷地・付属地 5町6反4畝15歩
工場・事務所その他 19棟
煉瓦窯 5基
瓦窯 2基
煉瓦石・瓦製造機械 一式
焼上げ煉瓦石
焼上げ瓦
掘取原土
松薪

有高

京橋区松屋町1‒5
煉瓦石造家屋

1棟

　創立後の順次買入
田畑宅地 計2町6反4畝4歩
小廻リ船 2艘
出典：金町製瓦株式会社明治21年営業報告書
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を
絶
や
さ
ず
に
煉
瓦
焼
成
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
で
、
大
量
生
産
に
対

応
し
た
設
備
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
焼
成
の
熱
を
煉
瓦
素
地
の
乾
燥

に
利
用
す
る
こ
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た ）12
（

。
一
九
世
紀
半
ば
ド
イ
ツ
で

開
発
さ
れ
た
ホ
フ
マ
ン
窯
は
、
明
治
初
年
の
銀
座
煉
瓦
街
の
建
設
に
あ

た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
が
東
京
府
南
葛
飾
郡
の
小
菅
に
建

造
し
た
も
の
が
日
本
で
最
初
と
さ
れ
、
こ
の
小
菅
の
煉
瓦
窯
を
一
八
年

に
ド
イ
ツ
人
ワ
グ
ネ
ル
が
楕
円
形
に
改
良
し
、
以
後
こ
れ
が
各
地
に
広

ま
っ
て
い
く ）13
（

。
金
町
製
瓦
は
二
一
年
に
警
視
庁
か
ら
新
築
許
可
を
受

け
、
ホ
フ
マ
ン
窯
を
一
基
建
造
し
て
操
業
を
開
始
し
た ）14
（

。

　

た
だ
し
、
金
町
製
瓦
は
全
く
ゼ
ロ
か
ら
こ
の
地
で
煉
瓦
製
造
を
始
め

た
と
は
言
い
切
れ
ず
、
創
業
時
に
金
町
村
の
細
谷
伊
助
か
ら
敷
地
・
建

物
や
窯
な
ど
の
設
備
を
買
い
受
け
て
い
る
（
表
1
）。
明
治
五
年
の
調
査
で
金
町
村
の
物
産
に
「
瓦
二
十
五
万
枚
」「
煉
瓦
百
三
十
万
枚
」

が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
生
産
者
の
一
人
に
は
同
村
の
細
谷
芳
松
な
る
人
物
が
い
る ）15
（

。
こ
れ
以
上
は
詳
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
伊
助

は
そ
の
相
続
人
で
、
金
町
製
瓦
設
立
に
あ
た
っ
て
設
備
を
売
却
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
定
程
度
在
来
産
業
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
西
洋
技

術
を
取
り
入
れ
て
操
業
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
金
町
製
瓦
は
早
期
に
瓦
の
生
産
は
取
り
止
め
て
お
り
、
貸
借
対
照
表
か
ら
金

町
製
瓦
の
資
産
を
参
照
す
る
と
、
瓦
の
在
庫
高
が
増
加
す
る
こ
と
は
な
く
三
〇
年
に
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る ）16
（

。
表
1
に
あ
る
瓦
窯
は
、

明
確
で
は
な
い
が
、
そ
の
後
煉
瓦
焼
成
に
転
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
原
料
と
な
る
粘
土
質
の
土
に
川
砂
な
ど
を
混
ぜ
た
後
、
煉
瓦
を
成
形
し
て
素
地
を
作
る
際
に
は
、
金
町
製
瓦
は
型
抜
き
に
よ
っ

て
人
力
で
製
造
す
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
か
ら
購
入
し
た
煉
瓦
製
造
機
械
を
当
初
か
ら
用
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ピ
ア
ノ
線
切
断
に

よ
っ
て
煉
瓦
の
連
続
成
形
を
行
う
も
の
で
、
日
本
に
は
二
〇
年
代
初
頭
に
導
入
さ
れ
、
埼
玉
県
の
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
や
栃
木
県
の
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下
野
煉
化
製
造
株
式
会
社
な
ど
で
も
創
業
当
初
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る ）17
（

。
金
町
製
瓦
で
は
、
動
力
と
な
る
蒸
気
機
関
と
と
も
に
二
一
年

一
二
月
に
農
商
務
省
技
手
か
ら
据
え
付
け
の
指
導
を
受
け
て
い
る ）18
（

。
さ
ら
に
、
煉
瓦
窯
や
乾
燥
室
の
増
築
・
新
築
や
、
煉
瓦
製
造
蒸
気

機
関
（
四
〇
馬
力
）
の
据
え
付
け
な
ど
、
設
備
を
整
え
て
い
っ
た ）19
（

。
ホ
フ
マ
ン
窯
と
と
も
に
、
大
量
生
産
を
可
能
と
す
る
設
備
は
創
業

当
初
か
ら
充
実
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

続
い
て
、
金
町
製
瓦
の
経
営
状
況
を
表
2
か
ら
概
観
す
る
。
ま
ず
、
売
り
上
げ
や
純
益
の
推
移
か
ら
、
三
〇
年
代
前
半
に
売
り
上
げ
が

安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
四
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、

売
上
の
水
準
は
三
三
年
下
半
期
・
三
九
年
下
半
期
ご
ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の
売
上
増
の
中
で
三
六
年
上
半
期
・
四
〇
年

下
半
期
に
増
資
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
三
三
年
下
半
期
は
「
本
季
間
ハ
著
シ
キ
大
工
事
ノ
各
所
ニ
起
リ
タ
リ
ト
云
フ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
レ
ト

モ
一
般
ニ
使
用
ノ
度
ヲ
進
メ
タ
ル
ニ
ヤ
供
給
上
毎
々
欠
乏
ヲ
告
ク
ル
ノ
傾
キ
ア
リ
…
…
其
上
等
品
ト
下
等
品
ト
ニ
論
ナ
ク
更
ニ
停
滞
セ
ス

シ
テ
終
始
繁
忙
ヲ
極
メ
タ
リ ）20
（

」
と
金
町
製
瓦
は
認
識
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
に
入
る
こ
ろ
、
煉
瓦
利
用
が
一
般
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、

そ
の
需
要
に
下
支
え
さ
れ
た
売
上
の
上
昇
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
一
方
、
明
治
四
〇
年
代
初
め
に
売
り
上
げ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

て
以
降
は
、
売
り
上
げ
が
や
や
鈍
化
す
る
と
と
も
に
純
益
の
水
準
が
低
下
し
て
お
り
、
表
2
か
ら
は
こ
の
時
期
在
庫
が
累
積
し
て
い
る
こ

と
も
わ
か
る
。

　

金
町
製
瓦
は
同
地
で
三
〇
年
近
く
に
わ
た
り
煉
瓦
製
造
を
続
け
た
が
、
江
戸
川
改
修
工
事
の
実
施
に
よ
り
、
大
正
五
年
八
月
に
は
金
町

製
瓦
は
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
潮
止
村
へ
と
工
場
を
移
転
す
る
こ
と
と
な
る ）21
（

。
東
京
府
は
毎
年
度
多
額
の
河
川
堤
防
費
を
支
出
し
て
い
た
が
、

根
本
的
な
河
川
の
整
備
を
す
る
余
裕
が
無
く
、
頻
発
す
る
水
害
に
対
し
て
修
繕
を
行
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
東
京
府
会
は
明
治
中
期
か

ら
国
庫
に
よ
る
対
応
を
求
め
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
明
治
末
に
な
っ
て
国
庫
補
助
を
受
け
つ
つ
荒
川
や
多
摩
川
な
ど
の
改
修
工
事
が
は
じ

ま
っ
た
。
江
戸
川
改
修
工
事
は
そ
の
一
つ
で
、
明
治
四
四
〜
大
正
一
二
年
の
継
続
事
業
と
し
て
工
事
費
約
三
五
〇
〇
万
円
は
国
庫
と
関
係

府
県
が
一
：
二
で
支
出
し
た
。
最
終
的
に
は
、
二
年
間
の
延
長
を
経
て
工
事
は
完
成
す
る ）22
（

。
江
戸
川
沿
岸
に
立
地
し
て
い
た
金
町
製
瓦

の
工
場
と
敷
地
は
河
川
敷
と
し
て
買
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り ）23
（

、
大
正
二
年
以
降
、
土
地
収
用
の
た
め
に
土
木
出
張
所
の
立
ち
入
り
調
査
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表２　金町製瓦株式会社損益一覧（単位：円）
収入

合計
支払

合計 純益 配当
売上 その他 製造費 運賃 人件費 諸税 本社費 工場費 在庫高 その他

M21 19,143 129 19,271 10,063 1,340 98 0 0 4,651 16,152 3,120 2,380
M22上 8,015 74 8,088 2,025 564 48 282 158 2,206 5,283 2,805 2,231
M22下 19,223 99 19,323 7,632 1,202 126 719 680 3,440 13,799 5,523 4,453
M23上 史料欠
M23下 20,727 3,940 24,667 7,925 2,474 159 1,023 749 6,648 1,009 19,987 4,680 0
M24上 25,095 8,247 33,342 14,139 2,910 2,175 104 248 133 3,885 3,501 27,093 6,249 5,000
M24下 21,971 14,886 36,857 15,514 3,720 2,961 191 264 127 7,452 2,165 32,394 4,463 3,500
M25上 7,441 14,815 22,256 3,546 741 2,037 132 248 76 13,554 1,660 21,996 260 0
M25下 15,127 14,471 29,598 5,676 2,365 2,238 159 250 139 14,559 1,922 27,308 2,290 2,000
M26上 14,463 14,432 28,895 4,759 2,709 1,895 118 235 140 14,225 1,727 25,808 3,088 2,500
M26下 36,566 7,528 44,094 6,904 5,725 2,262 149 291 177 13,077 2,713 31,297 12,797 10,000
M27上 33,478 7,448 40,926 10,009 6,133 2,499 59 386 154 7,331 3,799 30,371 10,554 8,000
M27下 35,523 7,141 42,664 14,053 6,203 3,378 117 655 160 6,934 2,323 33,824 8,840 6,500
M28上 24,030 11,565 35,595 19,516 3,118 1,392 50 338 151 6,449 2,294 33,309 2,287 0
M28下 32,806 10,139 42,945 17,027 5,305 1,579 142 431 198 11,285 1,976 37,944 5,001 5,000
M29上 30,496 8,999 39,494 13,570 2,818 1,137 131 707 166 9,585 1,418 29,532 9,962 7,500
M29下 27,350 4,760 32,110 5,823 3,651 1,218 132 393 150 8,693 20,664 40,724 ‒8,614 0
M30上 39,361 5,172 44,533 12,194 4,678 1,268 61 399 191 4,113 2,646 25,550 18,983 10,000
M30下 45,387 6,224 51,610 17,319 6,215 1,481 526 514 271 4,968 4,204 35,497 16,113 12,500
M31上 27,356 15,389 42,745 17,874 2,575 1,589 434 332 185 5,836 1,822 30,647 12,099 8,000
M31下 40,441 12,625 53,066 18,247 5,059 1,796 506 541 195 15,194 2,733 44,271 8,795 6,000
M32上 29,674 12,663 42,338 14,134 3,549 1,920 428 391 139 12,287 1,847 34,694 7,644 5,500
M32下 38,843 26,124 64,967 15,301 5,493 1,961 706 470 210 12,456 14,859 51,457 13,511 10,000
M33上 32,367 15,615 47,982 14,861 3,880 1,898 1,362 564 229 12,062 5,048 39,903 8,079 8,000
M33下 53,273 6,994 60,267 16,507 6,556 1,898 667 501 155 15,436 5,717 47,437 12,830 8,000
M34上 52,421 6,298 58,719 22,128 5,535 2,396 1,149 569 299 6,651 6,369 45,096 13,623 10,000
M34下 51,964 7,927 59,891 22,008 5,864 2,389 1,087 725 246 6,113 8,804 47,234 12,657 10,000
M35上 51,167 14,486 65,654 25,842 6,926 2,453 1,173 585 179 7,285 7,894 52,337 13,317 5,000
M35下 56,382 19,465 75,847 22,740 7,527 2,215 1,169 627 183 14,218 12,512 61,192 14,655 29,500
M36上 43,132 27,871 71,003 27,240 4,789 2,381 1,309 398 260 18,926 8,453 63,755 7,248 6,250
M36下 64,701 20,824 85,525 27,106 9,134 2,226 1,119 417 151 27,632 8,510 76,294 9,231 6,250
M37上 61,112 14,758 75,870 26,938 7,540 2,396 1,444 456 173 20,195 6,607 65,751 10,120 6,250
M37下 66,260 11,705 77,965 32,445 8,180 2,285 1,474 428 206 14,534 7,348 66,900 11,065 6,250
M38上 57,106 10,517 67,623 28,654 6,449 2,726 1,901 516 142 11,290 7,535 59,212 8,411 6,250
M38下 80,731 9,355 90,085 34,524 8,290 2,579 1,894 487 164 10,294 19,522 77,755 12,330 7,500
M39上 59,897 22,351 82,248 37,241 5,296 2,606 2,124 412 151 9,005 15,904 72,739 9,509 7,500
M39下 105,207 10,122 115,329 39,991 9,302 2,697 2,229 524 293 22,077 29,930 107,042 8,287 15,200
M40上 96,127 12,042 108,168 41,262 8,780 2,683 2,089 577 148 9,726 10,167 75,431 32,738 29,500
M40下 108,507 9,488 117,995 43,320 11,203 2,722 4,815 669 219 11,049 10,703 84,701 33,294 30,000
M41上 77,809 20,619 98,429 45,940 5,956 2,884 5,473 565 271 9,034 7,991 78,114 20,314 18,250
M41下 68,947 35,967 104,914 42,312 6,720 3,005 3,370 616 349 19,592 15,163 91,129 13,785 11,850
M42上 78,173 28,431 106,605 35,406 7,424 2,968 2,573 798 282 35,084 10,027 94,562 12,042 10,000
M42下 87,337 22,987 110,324 44,728 9,662 3,106 2,556 963 233 26,876 8,479 96,602 13,722 10,000
M43上 95,317 20,952 116,270 45,339 10,436 3,091 2,382 806 232 21,981 20,003 104,271 11,999 10,000
M43下 97,011 11,854 108,864 41,402 10,012 3,122 2,760 877 364 19,560 18,901 96,998 11,866 10,000
M44上 77,532 19,791 97,322 43,764 8,131 3,032 3,021 829 332 11,173 15,043 85,326 11,997 10,000
M44下 98,131 26,587 124,718 50,199 10,571 3,189 3,088 981 554 19,013 25,110 112,706 12,012 10,000
M45上 97,689 25,891 123,580 52,759 12,241 3,541 2,881 797 533 25,826 13,064 111,642 11,938 10,000
M45下 107,317 20,940 128,257 50,456 14,611 3,924 2,858 930 432 22,891 20,211 116,313 11,944 10,000
T2上 97,800 21,745 119,544 52,916 12,056 4,000 2,817 841 403 20,121 9,504 102,658 16,886 15,000
T2下 101,679 20,500 122,178 50,970 14,296 3,816 3,296 1,051 489 20,891 10,420 105,230 16,949 15,000
T3上 78,954 34,274 113,227 49,651 12,424 3,902 3,135 984 474 19,968 6,828 97,366 15,862 15,000
T3下 73,935 37,836 111,771 41,375 15,869 3,936 3,402 1,150 447 32,018 10,260 108,456 3,315 3,250
T4上 52,483 59,688 112,171 34,273 9,242 3,848 7,972 780 289 36,499 16,468 109,371 2,800 3,000
T4下 83,119 41,492 124,612 41,798 14,986 3,924 1,863 937 457 41,659 14,879 120,502 4,110 3,085
T5上 97,639 15,757 113,396 38,280 12,575 4,461 1,437 1,592 590 39,720 3,138 101,793 11,603 5,472
T5下 76,420 13,518 89,939 28,771 6,894 4,961 1,634 2,541 1,578 14,004 12,004 72,387 17,551 8,250
T6上 63,903 13,441 77,344 29,992 6,140 5,492 1,876 824 370 5,615 7,220 57,530 19,813 11,838
T6下 103,485 12,051 115,535 38,343 9,958 5,907 2,401 1,222 465 11,774 6,420 76,491 39,045 18,620

出典：埼玉県立文書館所蔵の各期の営業報告より作成。
註： 収支ともに「その他」が高い金額だが、多くは煉瓦在庫額の計上である。収入に「煉瓦有高」が計上され、翌期に同額が

「在庫支出」として支出に計上されている。
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が
始
ま
っ
て
い
る ）24
（

。
三
年
下
半
期
に
減
資
を
行
い
、
四
年
下
半
期
に
元
の
額
へ
増
資
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
移
転
に
備
え
て
債
務
整

理
な
ど
が
行
わ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
金
町
製
瓦
は
、
明
治
三
，
四
〇
年
代
に
順
調
に
経
営
を
発
展
さ
せ
、
大
正
期
に
入
る
こ
ろ
に
も
収
益
面
で
は
や
や
苦
戦
が

見
ら
れ
た
が
活
発
な
活
動
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
江
戸
川
改
修
工
事
と
い
う
経
済
外
の
要
因
に
よ
り
工
場
移
転
を
行
う
こ
と
と
な
り
、

三
〇
年
近
く
の
工
場
経
営
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
所
在
地
域
と
の
関
係
は
切
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
あ
る
地
域

に
経
済
拠
点
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
地
域
側
の
変
容
や
企
業
側
が
享
受
し
た
メ
リ
ッ
ト
に
注
目
が
集
め
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
こ

う
し
た
経
済
拠
点
の
移
動
も
ま
た
、
一
般
的
に
発
生
し
た
事
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
工
場
の
移
転
は
、
企
業
と
移
転
元
・
移
転
先
の

地
域
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
．
金
町
村
と
の
関
係

　

金
町
村
は
東
京
府
南
葛
飾
郡
の
東
北
部
に
位
置
す
る
。
明
治
二
二
年
に
戦
前
の
基
本
的
な
地
方
制
度
で
あ
る
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る

が
、
こ
れ
に
伴
う
全
国
的
な
町
村
合
併
で
金
町
村
と
柴
又
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た ）25
（

。
東
は
江
戸
川
が
府
県
境
と
な
っ
て
千
葉
県
東
葛

飾
郡
松
戸
町
・
市
川
町
に
隣
接
し
、
北
は
南
葛
飾
郡
水
元
村
を
挟
み
、
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
戸
ヶ
崎
村
・
八
木
郷
村
（
と
も
に
現
在
の
三
郷

市
）、
古
利
根
川
（
中
川
）
を
越
え
た
南
埼
玉
郡
潮
止
村
に
至
る
。

　

東
京
府
南
葛
飾
郡
に
は
、
亀
戸
町
な
ど
明
治
期
か
ら
一
定
の
工
業
化
が
進
ん
だ
地
域
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
金
町
村
は
農
業
用
地
の

割
合
が
高
く
、
基
本
的
に
は
農
村
地
帯
と
位
置
付
け
ら
れ
る ）26
（

。
四
四
年
末
の
統
計
に
よ
る
と
、
原
動
機
を
使
用
し
て
い
る
か
、
原
動
機

を
導
入
せ
ず
職
工
一
〇
人
以
上
を
雇
用
す
る
工
場
は
、
金
町
村
に
は
金
町
製
瓦
し
か
所
在
し
て
い
な
い ）27
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
単
独
の
税

源
と
し
て
金
町
製
瓦
の
重
要
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
る
。
そ
れ
で
は
実
際
に
、
金
町
村
財
政
に
と
っ
て
金
町
製
瓦
は
ど
れ

ほ
ど
の
存
在
感
を
有
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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表３　明治43（1910）年度金町村歳出決算（単位：円）

歳出 役場費 会議費 土木費 教育費 衛生費 警備費 基本財産
造成費　

諸税及
負担　 その他 計

金町村 1,285 29 315 2,224 29 1,933 335 190 43 6,383
郡平均 1,948 27 1,216 3,562 68 305 183 255 542 8,106
出典：『東京府南葛飾郡第一回郡勢一斑』より作成。

表４　明治43（1910）年度金町村歳入決算（単位：円）

歳入 地租　　
付加税

戸数割
付加税

家屋税
付加税

所得税
付加税

国営業税
付加税　

府営業税
付加税　 反別割 財産収入 補助金 公債 雑収入 繰越金 寄付金 その他 計

金町村 1,209 1,717 0 255 319 950 0 73 544 0 463 823 1,190 266 7,809

郡平均 1,116 1,338 1,684 335 627 881 126 139 578 167 714 983 374 1,386 10,447

出典：『東京府南葛飾郡第一回郡勢一斑』より作成。
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残
念
な
が
ら
現
存
す
る
金
町
村
の
決
算
史
料
は
四
三
年
度
の
み
だ
が
、
ほ
か
の
史
料
を

活
用
し
つ
つ
財
政
状
況
や
金
町
製
瓦
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。
金
町
村
の
四
三
年
度
の

歳
入
出
を
、
南
葛
飾
郡
に
属
す
る
町
村
全
体
の
平
均
と
と
も
に
表
3
・
4
に
ま
と
め
た
。

　

ま
ず
歳
出
面
は
、
金
町
村
は
郡
全
体
の
平
均
よ
り
も
財
政
規
模
は
小
さ
い
と
評
価
で
き

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
の
う
ち
警
備
費
が
異
常
に
高
い
理
由
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、

土
木
や
教
育
な
ど
の
支
出
は
か
な
り
低
水
準
で
、
村
と
し
て
積
極
的
な
事
業
展
開
は
で
き

て
い
な
い
状
況
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

歳
入
面
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
戦
前
の
町
村
税
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
戦
前
の
町

村
税
は
、
付
加
税
を
中
心
と
し
て
制
度
設
計
さ
れ
て
い
た
。
付
加
税
と
は
、
国
税
・
府
県

税
の
金
額
を
基
準
と
し
て
計
算
し
た
金
額
を
、
町
村
税
と
し
て
別
途
徴
収
す
る
も
の
で
あ

る
。
計
算
の
基
準
と
な
る
国
税
・
府
県
税
を
付
加
税
に
対
し
て
本
税
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
、

付
加
税
の
税
率
に
は
法
定
の
上
限
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
税
額
の
計
算
は
容
易
で
あ
る
一

方
、
独
自
の
税
制
を
と
る
余
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
由
度
の
低
さ
・
財
源
の
乏
し
さ
が

問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る ）28
（

。
表
4
を
見
る
と
、
主
に
都
市
部
で
課
さ
れ
る
府
税

で
あ
る
家
屋
税
の
付
加
税
は
徴
収
し
て
い
な
い
こ
と
、
戸
数
割
や
地
租
の
付
加
税
の
割
合

が
高
い
こ
と
な
ど
、
先
述
の
評
価
の
よ
う
に
、
た
し
か
に
都
市
部
で
は
な
く
農
村
部
に
分

類
さ
れ
る
財
政
構
造
で
あ
る
。

　

さ
て
、
金
町
製
瓦
の
よ
う
な
企
業
か
ら
の
徴
収
が
予
想
さ
れ
る
所
得
税
・
国
税
営
業
税

な
ど
商
工
業
関
連
の
国
税
付
加
税
に
は
、
さ
ら
に
制
度
的
な
問
題
が
あ
っ
た
。
国
税
は
工

場
や
本
支
店
な
ど
の
営
業
拠
点
を
複
数
設
け
て
い
て
も
企
業
が
納
税
を
一
ヶ
所
で
行
っ
て
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い
る
場
合
が
あ
り
、
納
税
地
以
外
の
市
町
村
で
は
、
営
業
拠
点
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
付
加
税
の
算
出
・
徴
収
が
行
え
な
い
状
況
に
陥

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
的
不
備
に
修
正
が
加
え
ら
れ
る
の
は
四
四
年
の
勅
令
第
二
四
一
号
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の

後
も
営
業
拠
点
が
所
在
す
る
関
係
市
町
村
の
間
で
税
を
分
割
す
る
協
定
を
成
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
付
加
税
徴
収
の
開
始
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
っ
た ）29
（

。
こ
の
点
は
日
本
煉
瓦
製
造
へ
の
吸
収
合
併
後
に
も
大
き
な
論
点
と
な
る
た
め
、
後
に
も
検
討
す
る
が
、
金
町
村
に
所
在

し
て
い
た
時
期
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

金
町
製
瓦
は
も
と
も
と
東
京
市
京
橋
区
に
本
店
を
置
き
、
先
述
の
よ
う
に
三
三
年
に
こ
れ
を
出
張
所
と
し
て
本
店
機
能
を
金
町
村
に
移

し
て
い
た
。
仮
に
所
得
税
な
ど
を
東
京
市
の
出
張
所
に
お
い
て
納
税
し
て
い
た
場
合
、
金
町
村
に
は
工
場
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
思
う

よ
う
に
国
税
付
加
税
を
賦
課
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
四
三
年
度
時
点
で
の
納
税
状
況
は
史
料
を
欠
く
が
、
大
正

四
年
度
時
点
で
は
国
税
所
得
税
五
五
七
二
円
一
六
銭
に
対
し
、
東
京
府
・
金
町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
八
％
・
一
五
％
の
税
率
で
四
四
五
円
七

七
銭
・
八
三
五
円
八
二
銭
の
課
税
を
受
け
て
い
る
旨
を
記
し
た
史
料
が
残
っ
て
い
る ）30
（

。
こ
れ
を
前
掲
表
4
の
時
期
と
つ
な
げ
て
し
ま
う

こ
と
に
は
、
明
治
四
四
年
勅
令
第
二
四
一
号
に
よ
る
関
係
市
町
村
間
の
税
分
割
規
定
が
設
け
ら
れ
る
前
後
と
い
う
点
で
や
や
問
題
は
あ
る

が
、
大
正
四
年
時
点
で
金
町
村
と
東
京
市
が
税
を
分
割
し
て
い
る
様
子
は
無
く
、
金
町
製
瓦
が
納
税
し
た
国
税
は
す
べ
て
金
町
村
の
付
加

税
の
計
算
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
東
京
市
京
橋
区
の
出
張
所
で
は
税
が
発
生
し
て
い
な
い
と
位
置
づ
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
金
町
製
瓦
か
ら
の
市
町
村
税
は
東
京
市
へ
分
割
さ
れ
ず
、
す
べ
て
金
町
村
が
徴
収
で
き
て
い
た
と
考
え
る
と
、
前
掲
表
4
の
税

収
額
に
立
ち
戻
る
と
、
税
率
に
比
較
的
制
約
が
少
な
い
府
税
営
業
税
な
ど
の
付
加
税
は
高
め
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
税
営
業
税
や
所
得
税

の
付
加
税
は
や
や
低
額
で
あ
る
。
前
掲
表
4
で
は
金
町
村
が
徴
収
し
た
総
額
し
か
分
か
ら
な
い
が
、
金
町
製
瓦
は
税
源
と
し
て
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
表
4
の
翌
年
に
あ
た
る
明
治
四
四
年
末
の
統
計
に
よ
る
と
、
金
町
村
に
は
法
人
選

挙
権
を
有
す
る
者
が
一
社
存
在
し
た ）31
（

。
先
述
の
よ
う
に
同
村
で
は
他
に
該
当
す
る
工
場
が
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
れ
は
金
町
製
瓦
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
法
人
選
挙
権
は
町
村
制
第
一
二
条
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る ）32
（

。

　
　

町
村
公
民
（
第
七
条 ）33
（

）
ハ
総
テ
選
挙
権
ヲ
有
ス
…
（
中
略
）
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凡
内
国
人
ニ
シ
テ
公
権
ヲ
有
シ
直
接
町
村
税
ヲ
納
ム
ル
者
其
額
町
村
公
民
ノ
最
多
ク
納
税
ス
ル
者
三
名
中
ノ
一
名
ヨ
リ
モ
多
キ
ト
キ

ハ
第
七
条
ノ
要
件
ニ
当
ラ
ス
ト
雖
モ
選
挙
権
ヲ
有
ス
…
（
中
略
）

　
　

 
法
律
ニ
従
テ
設
立
シ
タ
ル
会
社
其
他
法
人
ニ
シ
テ
前
項
ノ
場
合
ニ
当
ル
ト
キ
モ
亦
同
シ

　

こ
の
規
定
を
踏
ま
え
れ
ば
、
法
人
選
挙
権
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
税
納
税
額
が
村
内
上
位
三
位
以
内
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
決

算
値
を
確
認
で
き
た
年
度
と
法
人
選
挙
権
を
有
す
る
者
が
確
認
で
き
た
年
度
と
に
ズ
レ
が
あ
り
、
厳
密
な
検
討
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

金
町
村
に
と
っ
て
金
町
製
瓦
か
ら
の
納
税
は
、
財
政
構
造
が
変
容
し
た
り
、
規
模
が
拡
大
し
た
り
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
一
納
税

者
と
し
て
は
相
当
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
前
掲
表
4
に
よ
る
と
、
金
町
村
の
寄
付
金
収
入
は
郡
平
均
と
比
較
し
て
か
な
り
高
額
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
徴
税
に
税
率
な
ど

の
面
で
制
度
的
制
約
が
あ
る
中
で
、
寄
付
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
史
料
上
明
ら
か
な
金
町
製
瓦
の
寄
付
金
を
表
5
に
ま

と
め
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
表
5
番
号
2
の
金
町
村
尋
常
・
高
等
小
学
校
増
築
に
対
す
る
寄
付
は
、
明
治
四
〇
年
小
学
校
令
改
正
に
よ
る
義
務
教
育
年

限
の
四
年
か
ら
六
年
へ
の
延
長
に
備
え
た
校
舎
の
増
築
に
対
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
町
村
債
や
基
本
財
産
の
取
り
崩
し
な
ど
様
々

な
方
法
で
対
応
し
た
事
例
が
あ
り
、
ま
た
、
町
村
財
政
を
ひ
っ
迫
さ
せ
る
一
因
で
あ
っ
た ）34
（

。
そ
う
し
た
事
業
に
際
し
て
、
ほ
か
の
者
の

寄
付
額
は
最
高
で
も
六
五
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
金
町
製
瓦
は
単
独
で
三
〇
〇
円
を
納
め
て
い
る
。
極
端
に
大
き
な
経
済
主
体
で
あ
る
金

町
製
瓦
に
多
く
を
頼
る
こ
と
で
、
金
町
村
は
小
学
校
増
築
事
業
を
実
現
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
表
5
番
号
4
に
登
場
す
る
葛
西
神
社
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
金
町
製
瓦
に
宛
て
た
史
料
が
残
る
。

　
　

一
、
金
六
百
八
十
円
也　

製
瓦
会
社
ニ
対
ス
ル
課
額

　
　

右
ハ
大
正
三
年
度
ニ
於
テ
会
社
ガ
納
税
シ
タ
ル
国
税
府
税
合
計
二
千
八
百
三
十
三
円
ニ
対
ス
ル
一
般
ト
同
率
ナ
ル
税
額
金
一
円
ニ
付

二
十
四
銭
ヲ
課
シ
タ
ル
額
ナ
リ

　
　

右
ノ
通
リ
ニ
候
也 ）35
（
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表５　金町製瓦寄付事例まとめ

年 金額
（円） 寄付先 目的 備考

1 M39 100 東京府（郡部経済） 金町停車場道路修繕費 明治40年12月に木杯一組の賞与
を受ける。

2 M39 300 金町村 金町村尋常・高等小学
校増築

他に個人・寺社など合計469名の
寄付者。寄付額の最高額は65円
が２名、最低額は10銭。

3 M45 2000
上下ノ割加用水普通水
利組合 築越閘門改築費

4 T5 50 葛西神社 神楽殿建設資金

建設費総額1500円のうち150円は
「金町製瓦会社ヨリ寄付ヲ請フ事」
とし、残りは「氏子中寄付負担
額」とする史料が残っているが、

「右申込ニ対シ当社ハ金五十円ヲ
寄付スル旨回答セリ」とある。

出典： 東京都公文書館所蔵行政文書627.B4.02、628.D5.01、628.D4.19、301.B2.11および埼玉県立
文書館所蔵「大正五年壱月起大正六年十弐月迄往復文書綴」埼玉県立文書館所蔵『日本煉
瓦製造株式会社文書』681より作成。
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こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
名
目
で
賦
課
さ
れ
た
金
額
な
の
か
詳
細
は
不
明
だ

が
、
金
町
製
瓦
は
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
恒
常
的
に
村
社
な
ど
に
対
し

支
払
い
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
土
地
使
用
の
対
価
と
し
て
寄
付
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
例

が
表
5
番
号
3
で
あ
る
。
金
町
製
瓦
は
上
下
ノ
割
加
用
水
普
通
水
利
組
合

か
ら
土
揚
敷
（
土
手
）
の
占
用
許
可
を
得
て
「
製
造
原
料
運
搬
用
ト
シ
テ

埼
玉
県
下
八
木
郷
村
方
面
ヨ
リ
当
工
場
ニ
至
ル
間
ニ
小
軌
条
布
設
」
し
て

い
た
が
、
四
四
年
一
二
月
に
そ
の
継
続
利
用
と
と
も
に
橋
梁
架
設
の
許
可

を
求
め
た
。
こ
れ
は
河
川
法
に
基
づ
い
て
占
用
料
年
九
円
六
三
銭
で
許
可

さ
れ
た
が ）36
（

、
翌
四
五
年
二
月
に
、
金
町
製
瓦
か
ら
上
下
ノ
割
加
用
水
普

通
水
利
組
合
の
閘
門
改
築
工
事
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
円
の
寄
付
願
が
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
金
町
村
の
事
例
で
は
な
い
た
め
表
4
に
は
含
め
な
か
っ
た

が
、
原
土
運
搬
用
の
軌
道
敷
設
の
た
め
に
土
地
を
借
り
て
い
る
埼
玉
県
北

葛
飾
郡
八
木
郷
村
に
対
し
て
も
、
金
町
製
瓦
は
寄
付
を
行
っ
て
い
る ）37
（

。

こ
の
よ
う
に
、
金
町
製
瓦
は
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
よ
り
土
地
の
利

用
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
た
が
、
補
償
や
寄
付
を
求
め
ら
れ
る
関
係

に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
四
二
年
以
降
一
二
〜
一
四
人
に
「
煤
煙
弁
償
」
を
支
払
っ
て

い
る
史
料
が
残
っ
て
い
る ）38
（

。
金
額
が
年
度
・
人
物
ご
と
に
変
動
が
あ
る
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も
の
の
、
支
払
い
を
開
始
し
た
年
度
や
金
額
の
基
準
は
史
料
的
制
約
か
ら
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
居
住
地
が
明
ら
か
な
受
領
者
の
う

ち
、
江
戸
川
の
対
岸
に
位
置
す
る
千
葉
県
東
葛
飾
郡
松
戸
町
の
福
岡
藤
八 ）39
（

へ
の
支
払
い
が
低
い
年
で
約
四
〇
円
・
高
い
年
で
約
一
〇
〇

円
と
最
も
高
額
で
あ
っ
た
。
松
戸
町
側
の
受
領
者
分
を
福
岡
が
取
り
ま
と
め
て
い
る
可
能
性
も
想
定
で
き
、
工
場
が
吐
き
出
す
煤
煙
の
補

償
と
い
う
点
で
の
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
は
、
江
戸
川
対
岸
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
金
町
製
瓦
は
自
ら
の
事
業
以
外
に
も
様
々
な
支
払
い
を
地
域
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
金
町
製
瓦
が

法
人
選
挙
権
を
有
す
る
ほ
ど
の
納
税
者
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
金
町
村
財
政
に
と
っ
て
、
金
町
製
瓦
の
転
出
は
痛
手
で
あ
っ
た
と
推
測
で

き
る
が
、
金
町
製
瓦
側
か
ら
見
る
と
、
村
や
地
域
社
会
か
ら
財
政
的
に
依
存
さ
れ
る
状
況
を
断
ち
切
る
こ
と
に
成
功
し
た
面
も
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
．
潮
止
村
と
の
関
係

　

金
町
製
瓦
が
移
転
し
た
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
潮
止
村
は
南
埼
玉
郡
の
南
端
に
位
置
し
た
。
江
戸
川
の
西
側
を
並
行
し
て
流
れ
る
古
利
根
川

（
中
川
）
の
西
岸
に
位
置
し
、
対
岸
は
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
・
東
京
府
南
葛
飾
郡
で
あ
る
。
金
町
製
瓦
の
工
場
が
新
設
さ
れ
た
大
字
古
新
田

は
、
古
利
根
川
が
大
き
く
逆
Ｓ
字
形
に
カ
ー
ブ
し
た
エ
リ
ア
で
、
大
正
六
年
の
税
務
調
査
に
よ
る
と
、
窯
を
二
つ
設
け
、
成
形
作
業
用
と

思
わ
れ
る
工
場
な
ど
の
施
設
を
備
え
て
い
た ）40
（

。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
潮
止
村
は
模
範
村
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
露
戦
後
に
想
定
さ
れ
る
列
強
と
の
経
済
競
争
へ
の
対

応
と
い
う
課
題
と
、
戦
争
に
よ
る
負
担
で
疲
弊
し
た
国
内
の
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
べ
く
内
務
省
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
地
方
改

良
運
動
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
村
を
表
彰
し
、
優
良
事
例
と
し
て
宣
伝
す
る
た
め
に
認
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

明
治
四
三
年
一
一
月
に
内
務
省
が
潮
止
村
を
模
範
村
と
し
て
認
定
し
た
理
由
と
し
て
は
「
大
都
市
ニ
接
近
セ
ル
郷
村
ノ
往
々
ニ
シ
テ
奢
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侈
ノ
風
ニ
浸
潤
シ
易
キ
ハ
固
ヨ
リ
其
実
例
ニ
乏
シ
カ
ラ
ス
、
然
レ
ト
モ
此
ノ
如
キ
郷
村
ヲ
以
テ
シ
テ
村
民
能
ク
一
致
団
結
シ
、
民
情
亦
淳

朴
ニ
シ
テ
勤
倹
ノ
美
風
ニ
富
メ
ル
コ
ト
潮
止
村
ノ
如
キ
ハ
其
類
甚
タ
稀
ナ
リ
ト
謂
フ
ヘ
シ ）41
（

」
と
、
東
京
府
に
隣
接
し
な
が
ら
都
市
の
暮

ら
し
に
流
さ
れ
ず
、
農
村
の
「
美
風
」
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
農
村
の
一
致
団
結
に
よ
る
勤
倹
へ
の
取
り
組
み

は
地
方
改
良
運
動
の
論
理
に
お
い
て
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
も
重
視
さ
れ
、
潮
止
村
の
場
合
は
前

村
長
の
高
橋
儀
助
・
現
村
長
の
田
中
四
一
郎
の
指
導
力
が
高
い
評
価
を
受
け
た
。
ま
た
、
様
々
な
組
合
や
規
約
に
よ
る
納
税
成
績
の
良
さ

や
、
信
用
組
合
・
勤
倹
貯
蓄
組
合
を
通
じ
た
勤
倹
貯
蓄
へ
の
意
欲
、
教
育
や
衛
生
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
い
る ）42
（

。

　

で
は
、
金
町
製
瓦
が
転
入
し
た
こ
と
で
、
潮
止
村
財
政
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
歳
入
出
決
算
を
表
6
・
7
に

ま
と
め
た
。

　

ま
ず
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
教
育
費
の
負
担
が
最
も
高
い
と
い
う
一
般
的
な
構
成
を
と
っ
て
い
た
。
次
い
で
高
い
の
は
役
場
費
で
あ

る
。
事
業
的
な
性
格
を
持
つ
土
木
費
が
低
い
理
由
は
、
行
政
村
で
は
な
く
町
村
合
併
以
前
の
旧
村
単
位
で
事
業
実
施
し
て
い
る
可
能
性
が

想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う ）43
（

。

　

続
い
て
歳
入
に
つ
い
て
は
、
戸
数
割
や
地
租
の
付
加
税
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
金
町
村
と
比
べ
て
も
よ
り
農
村
的
性
格
が
強
い
財
政
構

造
だ
と
言
え
る
。

　

金
町
製
瓦
が
移
転
し
て
き
た
大
正
五
年
度
以
降
も
潮
止
村
の
税
収
の
構
成
比
に
大
き
な
変
化
は
見
い
だ
し
難
い
が
、
移
転
直
後
に
は
ト

ラ
ブ
ル
も
見
ら
れ
た
。
六
年
二
月
一
二
日
付
の
金
町
製
瓦
本
社
事
務
所
か
ら
潮
止
工
場
長
へ
宛
て
た
文
書
で
は
、
五
年
一
二
月
に
潮
止
村

か
ら
所
得
税
・
国
税
営
業
税
付
加
税
を
二
度
賦
課
さ
れ
た
が
、
五
年
度
上
半
期
は
金
町
村
に
納
付
し
て
お
り
、
重
複
し
て
い
る
と
し
て
潮

止
村
役
場
ヘ
の
問
い
合
わ
せ
を
行
う
よ
う
連
絡
が
な
さ
れ
た ）44
（

。
こ
の
件
の
帰
結
は
史
料
を
欠
く
が
、
行
政
区
画
を
超
え
た
企
業
の
移
動

に
際
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
金
町
製
瓦
転
入
の
意
義
と
し
て
、
金
町
製
瓦
そ
の
も
の
か
ら
の
税
収
を
検
討
す
る
前
に
、
納
税
者
増
加
の
影
響
を
把
握
す
る
。

表
8
に
人
口
・
戸
数
を
ま
と
め
た
。
統
計
の
元
と
な
る
調
査
の
影
響
か
、
人
口
と
戸
数
が
増
加
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
ズ
レ
が
あ
る
が
、
五
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表
６
　
埼
玉
県
潮
止
村
歳
出
決
算
（
単
位
：
円
）

経
常
部

計
臨
時
部

計
総
計

役
場
費
会
議
費
土
木
費
教
育
費
衛
生
費
警
備
費
積
立
費
諸
税
及
負
担
そ
の
他

役
場
費
土
木
費
教
育
費
補
助
費
積
立
金
そ
の
他

T
元

1,409
13

10
2,050

44
600

90
4,217

369
30

399
4,616

T
2

1,496
9

10
1,925

10
95

3,545
66

3,341
30

575
4,012

7,557
T
3

1,419
14

7
1,793

20
50

99
3,401

423
73

710
1,206

4,608
T
4

1,359
15

12
1,830

274
50

115
1

3,656
563

989
30

525
2,107

5,764
T
5

1,445
13

22
2,341

720
324

172
1

5,036
30

30
5,066

T
6

1,600
13

6
2,654

28
305

198
83

4,888
55

180
235

5,123
T
7

1,941
21

11
3,109

70
199

233
7

5,590
30

320
350

5,940
T
8

2,885
27

6
4,220

117
266

349
1

7,871
30

50
80

7,951
T
9

4,327
32

18
5,706

107
574

194
516

21
11,496

200
161

361
11,857

T
10

4,851
33

15
6,300

522
822

320
557

41
13,461

335
350

793
1,478

14,939

出
典
：「
会
議
部
（
村
会
）」（
八
潮
市
立
資
料
館
所
蔵
行
政
文
書

4707）
所
収
の
各
年
度
の
村
会
歳
入
出
決
算
よ
り
作
成
。

表
７
　
埼
玉
県
潮
止
村
歳
入
決
算
（
単
位
：
円
）

村
税

財
産
収
入

補
助
金

寄
付
金

繰
越
金

雑
収
入

合
計

税
収
計

地
租
　

付
加
税

戸
数
割

付
加
税

所
得
税

付
加
税

国
営
業
税

付
加
税
　

県
営
業
税

付
加
税
　

雑
種
税

付
加
税

T
元

4,091
1,883

1,651
76

44
145

292
1

100
715

863
291

6,060
T
2

4,212
1,883

1,711
73

47
153

345
1,066

655
1,395

629
7,957

T
3

4,273
1,881

1,769
87

44
149

342
212

20
320

529
5,353

T
4

4,117
1,806

1,734
81

21
163

312
5

274
385

671
721

6,174
T
5

4,309
1,804

1,682
252

64
148

359
6

23
494

328
664

5,823
T
6

4,682
1,802

1,863
199

109
151

559
6

45
605

782
6,120

T
7

4,715
1,803

1,997
121

27
184

583
5

68
900

843
6,531

T
8

7,721
2,252

3,426
575

274
268

926
48

462
985

859
10,075

T
9

1 1,182
2,865

6,115
100

278
347

1,476
502

2,023
1,146

14,853
T
10

12,714
3,856

6,294
150

129
381

1,904
550

2,996
1,661

17,921

出
典
：
表
６
に
同
じ
。
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表８　潮止村戸数及び人口（毎年末現在）

T3 T4 T5 T6 T7 T8
現住戸数 469 470 473 530 515 530

現住人口 男 1567 1568 1687 1656 1648 1677

女 1628 1626 1711 1759 1753 1785

合計 3195 3194 3398 3415 3401 3462

本籍人口 男 1694 1712 1700 1699 1707 1704

女 1715 1726 1728 1747 1751 1766

合計 3409 3438 3428 3446 3458 3470

出典：『潮止村勢要覧（大正八年）』（八潮市立資料館所蔵）より作成。

企業の移動と地域社会・地方行財政
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年
に
金
町
製
瓦
が
転
入
し
、
現
住
人
口
は
約
二
〇
〇
人
・
現
住
戸
数
は
約
六
〇
戸
増
加
し
て
い
る
。
本
籍
人
口
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
無
い

の
に
対
し
て
現
住
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
口
増
加
は
出
生
な
ど
に
よ
る
自
然
増
で
は
な
く
、
他
地
域
か
ら
の
流
入
と

い
う
社
会
的
な
増
加
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
い
で
表
9
か
ら
金
町
製
瓦
が
雇
用
す
る
職
工
数
の
推
移
を
見
る
と
、
工
場
移
転
に
合
わ
せ
、
周
辺
的
・
臨
時
的
な
雇
用
と
考
え
ら
れ

る
「
雇
工
」
を
中
心
に
削
減
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
移
転
に
備
え
た
人
員
整
理
が
あ
る
程
度
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

賃
金
台
帳
の
人
名
を
対
照
し
、
移
転
後
も
継
続
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
人
数
は
四
七
名
で
あ
る ）45
（

。
こ
れ
ら
の
職
工
が
す
べ
て

工
場
移
転
に
合
わ
せ
て
潮
止
村
へ
移
住
し
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
新
た
に
雇
用
さ
れ
て
潮

止
村
へ
流
入
し
た
者
が
ど
れ
ほ
ど
居
た
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
家
族
を
含
め
て
潮
止
村
に
一

定
の
人
口
・
納
税
者
増
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る ）46
（

。
ま
た
、
現
住
戸
数
の
土
地
・
家
屋
の

所
有
状
況
を
ま
と
め
た
統
計
に
よ
る
と
、
大
正
五
年
度
か
ら
六
年
度
に
か
け
て
土
地
・
家
屋

と
も
に
所
有
し
な
い
世
帯
が
四
七
戸
、
家
屋
の
み
所
有
す
る
世
帯
が
一
〇
戸
増
加
し
て
お

り ）47
（

、
こ
れ
ら
が
金
町
製
瓦
の
職
工
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
人
口
増
の
影
響
を
税
の
納
付
先
ご
と
に
納
税
者
数
を
整
理
し
た
表
10
か
ら
う
か
が
う

と
、
金
町
製
瓦
が
転
入
し
た
年
に
村
税
・
県
税
の
納
税
者
が
約
六
〇
名
増
加
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
が
金
町
製
瓦
の
職
工
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
国
税
の
納
税
者
数
は
増
加
し
て
お

ら
ず
、
転
入
者
が
土
地
所
有
者
・
高
額
所
得
者
で
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
人

口
増
加
が
金
町
製
瓦
の
職
工
に
よ
る
も
の
と
い
う
推
定
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
表

中
の
協
議
費
と
は
、
先
述
の
町
村
制
に
伴
う
合
併
以
前
の
、
旧
村
単
位
で
の
事
業
に
用
い
る

村
落
共
同
体
と
し
て
の
費
用
で
あ
る
。
こ
の
協
議
費
の
納
付
者
数
は
増
加
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
金
町
製
瓦
の
職
工
た
ち
は
地
域
社
会
の
一
員
に
加
わ
っ
て
は
い
か
な
か
っ
た
と
考
え
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表９　金町製瓦種類別職工数（単位：人数）
職工 雇工 総計計 窯炉 機械 計 窯炉 機械

M22上 18 15 3 22 20 2 40
M22下 21 18 3 5 5 26
M23上 24 22 2 22 21 1 46
M23下 27 24 3 14 13 1 41
M24上 27 25 2 26 25 1 53
M24下 20 18 2 21 20 1 41
M25上 20 18 2 15 14 1 35
M25下 16 14 2 14 14 30
M26上 21 19 2 8 8 29
M26下 21 19 2 16 15 1 37
M27上 22 21 1 25 23 2 47
M27下 22 21 1 23 29 4 45
M28上 20 19 1 30 25 5 50
M28下 27 25 2 37 36 1 64
M29上 30 28 2 47 45 2 77
M29下 74 67 7 35 29 6 109
M30上 66 56 10 25 20 5 91
M30下 78 72 6 30 28 2 108
M31上 59 54 5 21 20 1 80
M31下 41 34 7 67 65 2 108
M32上 70 63 7 11 11 81
M32下 55 51 4 16 15 1 71
M33上 51 48 3 13 12 1 64
M33下 57 54 3 13 11 2 70
M34上 46 41 5 27 25 2 73
M34下 56 51 5 38 36 2 94
M35上 49 45 4 58 54 4 107
M35下 64 60 4 66 64 2 130
M36上 87 80 7 33 33 120
M36下 87 84 3 46 44 2 133
M37上 77 72 5 48 47 1 125
M37下 97 92 5 30 29 1 127
M38上 80 76 4 20 19 1 100
M38下 80 76 4 20 19 1 100
M39上 94 89 5 19 18 1 113
M39下 93 87 6 14 13 1 107
M40上 95 88 7 35 34 1 130
M40下 94 87 7 28 27 1 122
M41上 124 116 8 27 27 151
M41下 134 126 8 11 11 145
M42上 119 111 8 15 15 134
M42下 132 124 8 10 10 142
M43上 133 125 8 9 9 142
M43下 138 130 8 9 7 2 147
M44上 141 133 8 16 14 2 157
M44下 136 126 10 10 10 146
M45上 140 130 10 15 15 155
M45下 141 131 10 7 7 148
T2上 146 136 10 12 12 158
T2下 136 128 8 6 6 142
T3上 135 127 8 19 19 154
T3下 129 121 8 5 4 1 134
T4上 123 114 9 1 1 124
T4下 122 113 9 122
T5上 93 84 9 7 7 100
T5下 96 91 5 96
T6上 100 93 7 100
T6下 95 89 6 95

出典：表２に同じ。
註： 「職工」と「雇工」の違いについて史料上の言及
が無いため不明だが、賃金台帳類を見ると「常
傭」から「職工ヘ移ス」などの記述があり、「雇
工」はより周辺的な雇用形態、「職工」はある程
度定常的な雇用形態ではないかと推定できる。

表
10　
埼
玉
県
潮
止
村
各
税
賦
課
額
・
人
数
な
ど

国
税

県
税

村
税

水
利
組
合
費

協
議
費

総
計

賦
課
額

納
入
人
数

未
徴
収
額

賦
課
額

納
入
人
数

未
徴
収
額

賦
課
額

納
入
人
数

未
徴
収
額

賦
課
額

納
入
人
数

賦
課
額

納
入
人
数

賦
課
額

の
べ
人
数

T
元

12,035
460

1,866
7,317

467
4,087

467
696

444
714

444
24,849

2282

T
2

10,360
470

1,988
6,294

467
4,358

467
844

468
708

468
22,564

2340

T
3

10,292
353

2,021
7,208

472
4,436

472
745

471
494

471
23,176

2239

T
4

9,982
468

1,924
5,684

470
5

3,982
470

781
468

736
468

21,166
2344

T
5

9,907
476

1,901
6,099

473
4

4,045
473

17
921

473
301

472
21,274

2367

T
6

10,284
473

1,924
7,089

530
8

4,398
530

18
823

469
563

469
23,157

2471

T
7

9,773
469

1,779
10,510

515
4,572

515
451

463
758

463
26,063

2425

T
8

10,714
354

1,785
11,815

531
6,733

531
830

464
326

352
30,417

2232

T
9

13,327
348

2,106
19 ,386

540
11,226

540
25

840
465

933
348

45,711
2241

T
10

10,835
2,112

1,869
12,684

379
381

26,148
史
料
欠

出
典
：
表
６
に
同
じ
。
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表11　埼玉県潮止村村税税率（本税１円当たり村税額／単位：円）

地租
付加税
（宅地）

同
（その
他）

所得税
付加税

国営業税
付加税

県営業税
付加税

雑種税
付加税

戸数割付加税
県税一円
に付　　 戸数 一戸　

当たり
T元

0.09 0.21
0.15 0.15

0.5 0.5 2.5 467 3.534
T2

0.6

0.6 2.9 467 3.665
T3 2.44 467 3.788
T4

0.5

2.45 470 3.690
T5 2.4 470 3.579
T6 0.13 0.13 2.2 530 2.514
T7 0.15 0.15 2 515 3.880
T8 0.11 0.2625 0.1875 0.1875 0.8 0.65 2.35 530 6.463
T9 0.144 0.336 0.07 0.24

0.85 0.7 2.68 540 11.324
T10 0.19 0.462 0.098 0.329 2.2 540 11.656
出典：表６に同じ。

企業の移動と地域社会・地方行財政
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ら
れ
る
。
し
か
し
、
表
11
に
ま
と
め
た
税
率
の
う
ち
、
特
に
戸
数
割
に
注
目
す
る
と
、

金
町
製
瓦
の
移
転
後
か
ら
大
正
七
年
に
か
け
て
、
潮
止
村
は
戸
数
の
増
加
に
あ
わ
せ
て

戸
数
割
の
税
率
を
軽
減
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
金
町
製
瓦
転
入
に
伴
い
、
税

源
と
し
て
依
存
し
財
政
膨
張
す
る
の
で
は
な
く
、
戸
数
の
増
加
を
利
用
し
て
一
人
当
た

り
税
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る ）48
（

。

　

一
方
、
毎
年
度
の
潮
止
村
事
務
報
告
に
付
さ
れ
た
寄
付
者
一
覧
に
よ
る
と
、
金
町
製

瓦
が
寄
付
を
行
っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
か
っ
た ）49
（

。
潮
止
村
側
は
転
入
し
て
き
た
金
町

製
瓦
側
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

金
町
製
瓦
が
移
転
し
た
五
年
度
の
潮
止
村
事
務
報
告
書
で
は
、
当
該
年
度
の
事
務
を

総
括
す
る
中
で
「
勧
業
ニ
於
テ
ハ
金
町
製
瓦
株
式
会
社
ノ
移
転
ニ
関
シ
工
事
及
地
理
上

ノ
便
宜
ヲ
与
ヘ
テ
、
村
民
ノ
副
業
ヲ
多
カ
ラ
シ
メ
」
た
と
あ
る ）50
（

が
、
村
民
の
副
業
が

増
加
す
る
と
述
べ
る
程
度
で
、
特
に
村
の
振
興
や
税
源
と
し
て
期
待
す
る
よ
う
な
様
子

で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
、
潮
止
村
が
取
っ
た
行
動
は
先
述
の
よ
う
に
戸
数
割
の
税
率

軽
減
で
あ
り
、
金
町
製
瓦
を
税
源
と
し
て
積
極
財
政
を
と
る
方
針
で
は
な
か
っ
た
。
財

政
上
依
存
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
、
潮
止
村
は
「
模

範
村
」
と
し
て
農
本
主
義
的
な
指
向
性
が
強
く
、
工
業
化
・
都
市
化
な
ど
に
は
消
極
的

で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
一
年
に
模
範
村
と
し
て
の
村

の
状
況
を
内
務
省
地
方
局
か
ら
照
会
さ
れ
た
際
の
回
答
に
、
煉
瓦
工
場
に
つ
い
て
の
記

述
は
登
場
す
る
が
、

　
　

村
ノ
南
端
部
ニ
当
レ
ル
民
家
少
ナ
イ
寂
寥
ノ
地
ヲ
相
シ
設
立
シ
タ
ル
日
本
煉
瓦
製
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造
株
式
会
社
潮
止
工
場
ニ
ハ
、
目
下
使
役
ス
ル
職
工
百
九
人
（
男
九
十
八
人
女
十
一
人
）
ヲ
算
シ
、
日
ニ
増
シ
業
務
旺
盛
ニ
赴
キ
、

工
場
ノ
煙
突
ヨ
リ
吐
ク
煤
煙
ハ
濛
々
ト
シ
テ
天
ニ
漲
リ
、
沃
野
ヲ
掩
ヘ
、
以
テ
国
勢
進
化
ノ
暗
示
ヲ
与
ヘ
、
朝
暮
ノ
汽
笛
ハ
各
戸
ニ

時
ヲ
報
ス
ル
ノ
標
準
ヲ
与
フ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
工
場
附
近
ハ
人
家
櫛
比
シ
テ
殷
賑
ヲ
来
タ
シ
、
明
治
四
十
三
年
当
時
ヲ
追
懐
ス
レ
ハ

其
ノ
変
化
ノ
急
勢
ハ
転
タ
今
昔
ノ
感
ナ
キ
能
ハ
ス

と
、
工
場
周
辺
の
賑
わ
い
を
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
あ
た
か
も
他
者
を
眺
め
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
っ
た ）51
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
金
町
製
瓦
と
創
業
以
来
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
関
係
を
構
築
し
た
金
町
村
と
異
な
り
、
潮
止
村
は
金
町
製
瓦
と
の
間
に
強

い
財
政
・
経
済
上
の
関
係
を
結
ば
な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
潮
止
村
財
政
の
帰
趨
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
だ
ろ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
同
時
期
に
行
わ
れ
た
企
業
合
併
の
影
響
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　

一
般
的
に
第
一
次
世
界
大
戦
期
以
降
に
な
る
と
急
激
な
物
価
騰
貴
が
起
こ
る
が
、
潮
止
村
財
政
も
八
年
以
降
財
政
膨
張
し
て
い
っ
た
こ

と
が
前
掲
表
6
・
7
か
ら
わ
か
る
。
た
だ
し
、
膨
張
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
元
か
ら
金
額
が
高
か
っ
た
教
育
費
・
役
場
費
で
あ
り
、
財
政

構
造
が
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
経
済
の
変
化
に
合
わ
せ
て
量
的
拡
大
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
費
目
は
人
件

費
と
し
て
の
性
格
が
強
い
た
め
、
新
規
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
財
政
の
自
然
増
に
対
し
、

対
応
は
急
務
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
潮
止
村
は
金
町
製
瓦
に
頼
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
七
年
に
金
町
製
瓦
は
吸
収
合
併
さ
れ
て
日
本
煉
瓦
製
造
の
一
工
場
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
付
加
税
を
徴
収
す
る
に
あ
た
っ
て

は
日
本
煉
瓦
製
造
の
ほ
か
の
工
場
が
所
在
す
る
市
町
村
と
税
を
分
割
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
合
併
が
潮
止
村
財
政
に

与
え
る
影
響
を
検
討
す
る
た
め
、
納
税
額
が
史
料
に
よ
り
明
確
な
年
度
と
、
吸
収
合
併
さ
れ
た
七
年
度
以
降
と
を
比
較
す
る ）52
（

。
合
併
前

後
に
潮
止
村
が
付
加
税
の
計
算
対
象
に
で
き
た
金
額
と
、
そ
の
算
出
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
国
税
営
業
税
は
表
12
・
所
得
税
は
表
13
に
そ

れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
い
る
。

　

ま
ず
、
金
町
製
瓦
合
併
前
の
納
税
額
を
得
ら
れ
る
限
り
の
情
報
で
把
握
す
る
。
国
税
営
業
税
は
六
年
に
粕
壁
税
務
署
か
ら
金
町
製
瓦
へ

と
送
付
さ
れ
た
課
税
標
準
決
定
通
知
か
ら
計
算
す
る
。
国
税
営
業
税
は
業
種
ご
と
に
い
く
つ
か
の
課
税
標
準
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
合
計
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表12　金町製瓦・日本煉瓦製造各工場国税営業税額課税標準比較

① 資本金額 建物賃貸価格 従業者 職工労役者 国税営業税額*＝潮止村付加税対象
T6金町製瓦 143,779.800 2,885.818 11 96 703 . 347

② T7日本煉瓦製造国税営業税額：2582円82銭（７月決定） 前年中収入金 付加税対象
（資本金額）

同（前年中
収入金）

本店 126,523.820 308.000 8 0 411,694.410 566.364 1,261.458
上敷免工場 287,540.980 4,546.000 15 441 310,924.150 1,287.133 952.692
潮止工場 162,928.200 2,658.000 6 95 120,320.670 729 . 323 368 . 670

亀有工場 未完成
計 576,993.000 7,512.000 29 536 842,939.230

③ T8日本煉瓦製造国税営業税額：2852円49銭3厘* 付加税対象（資本金額）
本店 115,398.600 835.000 14 0 570.499
上敷免工場 230,797.200 3,000.000 17 400 1,140.997
潮止工場 115,398.600 3,347.000 7 107 570 . 499

亀有工場 115,398.600 3,296.000 5 97 570.499
計 576,993.000 10,478.000 43 604

出典：「税務ニ関スル書類」埼玉県立文書館所蔵『日本煉瓦製造株式会社文書』673
註１： 大正6・8年度営業税額* は史料中に明記が無かったため筆者が算出しており、控除などが無

視されている可能性は残る。
註２：大正８年度の資本金額は出典史料によると「永代橋税務署決定資本金区分」である。
註３：「付加税対象」のかっこ内は、本税を分割する際の基準を示す。
註４：各表右端の太字で示した金額が、想定される潮止村の付加税計算の対象額である。

表13　日本煉瓦製造所得税額および各営業拠点所得額

T7.7～T7.11事業年度、所得税額7096円35銭

総収入金 総支出金 差引所得額 付加税対象
（差引所得額）

本店 115,381.010 96,457.410 18,923.600 1,419.270
上敷免工場 230,762.021 192,914.821 37,847.200 2,838.540
潮止工場 115,381.010 96,457.410 18,923.600 1 , 419 . 270

亀有工場 98,073.859 81,988.799 16,085.060 1,206.380
小菅出張所 17,307.152 14,468.612 2,838.540 212.891
計 576,905.052 482,287.052 94,618.000
出典：表12に同じ。
註１： 出典史料の備考欄によると、本店について「公債及株券利子配当金

控除額」1378円25銭とある。
註２： 「付加税対象」は差引所得額の比率に基づいて筆者が計算した。実際

の各市町村による分割歩合とは異なる可能性がある。
註３： 表右端の太字で示した金額が、想定される潮止村の付加税計算の対

象額である。
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額
を
賦
課
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
た ）53
（

。
製
造
業
の
場
合
、
資
本
金
額
の
〇
・
三
％
・
建
物
賃
貸
価
格
の
七
％
・
従
業
員
数
一
人
に
つ
き

二
円
・
職
工
労
役
者
数
一
人
に
つ
き
五
〇
銭
の
合
計
額
が
賦
課
さ
れ
る
。
史
料
に
記
載
さ
れ
た
数
値
を
も
と
に
計
算
す
る
と
、
六
年
の
金

町
製
瓦
の
納
税
額
は
約
七
〇
〇
円
で
あ
っ
た
（
表
12
①
）。
ま
た
、
所
得
税
に
つ
い
て
情
報
が
得
ら
れ
る
の
は
金
町
村
に
所
在
し
た
時
代

で
、
表
13
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
触
れ
た
四
年
度
の
金
町
製
瓦
の
所
得
税
納
税
額
を
記
載
し
た
史
料
で
は
約
五
五
〇
〇
円
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
二
で
行
っ
た
検
討
の
よ
う
に
、
合
併
前
の
金
町
製
瓦
は
出
張
所
が
所
在
す
る
東
京
市
と
の
税
の
分
割
は
考
慮
し
な
く
て

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
煉
瓦
製
造
に
合
併
さ
れ
た
七
年
以
降
に
な
る
と
、
工
場
な
ど
の
営
業
拠
点
が
所
在
す
る
市
町
村
間
で
付
加
税
の
計
算
基
準
と
な
る

本
税
の
額
を
分
割
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
分
割
歩
合
を
明
記
し
た
史
料
は
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
日
本
煉
瓦
製
造
全
体
の
納
税
額
や
、

お
そ
ら
く
協
議
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
各
営
業
拠
点
の
課
税
標
準
額
や
差
引
所
得
額
の
一
覧
表
が
残
っ
て
い
る
。

　

七
年
度
分
を
参
照
す
る
と
、
ま
ず
国
税
営
業
税
の
日
本
煉
瓦
製
造
全
体
の
税
額
は
約
二
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
潮
止
村
が
付

加
税
算
出
の
基
準
に
使
え
る
額
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
基
準
を
用
い
て
分
割
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
仮
に
史
料
に
記
さ
れ
た
資
本
金
額

の
配
分
比
に
従
え
ば
約
七
〇
〇
円
、
前
年
度
収
入
金
の
比
率
に
従
え
ば
約
四
〇
〇
円
で
あ
る
（
表
12
②
）。
前
者
で
あ
れ
ば
課
税
標
準
が

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
た
め
、
潮
止
村
内
で
生
じ
る
税
額
に
変
化
は
な
い
。
た
だ
し
、
翌
八
年
度
の
国
税
営
業
税
決
定
の
史
料
で
は
、
亀

有
工
場
が
操
業
を
開
始
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
潮
止
工
場
の
資
本
金
額
が
削
減
さ
れ
、
国
税
営
業
税
額
は
約
六
〇
〇
円
へ
と
低
下
し
て
い

る
（
表
12
③
）。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
各
営
業
拠
点
の
資
本
金
額
は
「
永
代
橋
税
務
署
決
定
資
本
金
区
分
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
前
掲

表
12
②
と
比
べ
て
か
な
り
機
械
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
至
る
と
、
税
務
署
が
介
在
し
つ
つ
税
の
分
割
を
単
純
・
迅
速
に
実

施
し
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
表
13
で
七
年
度
の
所
得
税
を
見
る
と
、
七
年
七
〜
一
一
月
事
業
年
度
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
半
期
分
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
日

本
煉
瓦
製
造
全
体
で
納
税
額
は
約
七
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
営
業
拠
点
ご
と
の
所
得
金
額
の
比
率
に
従
っ
て
分
け
る
と
潮
止
村
分

の
税
額
は
約
一
四
〇
〇
円
と
な
り
、
半
期
分
だ
と
し
て
も
金
町
製
瓦
時
代
と
比
較
し
て
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
固
定
的
な
基
準
を
用
い
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る
国
税
営
業
税
に
対
し
、
所
得
を
基
準
と
す
る
弾
力
性
が
高
い
税
だ
か
ら
こ
そ
、
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
二
表
に
よ
る
分
割
の
検
討
は
あ
く
ま
で
も
現
存
す
る
史
料
か
ら
の
想
定
で
あ
り
、
実
際
に
日
本
煉
瓦
製
造
の
営
業
拠
点
が
所
在

す
る
市
町
村
間
で
ど
の
よ
う
な
歩
合
で
分
割
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
金
町
製
瓦
と
い
う
単
独
の
企
業
で
あ
っ

た
時
期
と
比
べ
、
合
併
後
は
潮
止
村
に
よ
る
課
税
は
制
度
上
減
少
し
た
可
能
性
が
高
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
後
の
財
政
膨
張
の
開
始
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
模
範
村
で
あ
っ
た
潮
止
村
は
、
転
入
し
て
き
た
金
町
製
瓦
に
対
し
、
財
源
と
し
て
頼
る
姿
勢
を
見
せ
ず
、
職
工
も
協

議
費
負
担
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
関
係
を
構
築
し
な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
大
正
初
期
に
お
い
て
は
、
既
存
の
納
税
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
金
町
製
瓦
転
入
に
戸
数
増
を
利
用
し
た
が
、
第
一
次
大
戦

後
の
財
政
膨
張
が
始
ま
る
時
期
に
金
町
製
瓦
は
日
本
煉
瓦
製
造
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
し
ま
う
。
工
場
は
そ
の
ま
ま
操
業
を
続
け
た
が
、
数

値
に
基
づ
く
検
討
か
ら
、
潮
止
村
が
財
源
と
し
て
期
待
で
き
る
規
模
は
合
併
以
前
よ
り
も
縮
小
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
当
時

の
税
制
で
は
、
企
業
合
併
が
地
方
財
政
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
金
町
製
瓦
株
式
会
社
の
工
場
移
転
・
吸
収
合
併
を
事
例
と
し
、
長
期
に
わ
た
り
地
域
社
会
に
お
い
て
関
係
を
築
く
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
面
に
着
目
し
て
き
た
先
行
研
究
と
は
異
な
り
、
企
業
と
地
域
社
会
と
の
関
係
の
切
断
・
移
動
と
い
う
事
例
か
ら
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
創
業
時
か
ら
三
〇
年
ほ
ど
所
在
し
た
金
町
村
で
は
、
税
や
寄
付
な
ど
様
々
な
局
面
で
金
町
製
瓦
は
支
払
い
を
行
っ
て
い
た
。
江

戸
川
の
河
川
改
修
工
事
と
い
う
外
的
な
理
由
か
ら
だ
が
、
金
町
製
瓦
工
場
の
移
転
が
起
き
た
こ
と
は
、
金
町
村
側
に
と
っ
て
は
財
政
的
な

痛
手
で
あ
っ
た
一
方
、
金
町
製
瓦
側
か
ら
見
れ
ば
財
政
的
に
依
存
さ
れ
る
状
況
か
ら
の
脱
却
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
。
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次
い
で
工
場
を
建
設
し
た
潮
止
村
で
は
、
模
範
村
と
い
う
特
殊
性
も
あ
っ
て
か
、
新
た
に
転
入
し
た
企
業
か
ら
の
税
収
を
積
極
的
な
事

業
の
実
施
に
活
用
し
、
財
政
膨
張
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
村
民
の
税
負
担
軽
減
に
納
税
者
増
を
活
用
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

金
町
製
瓦
工
場
と
同
時
に
約
五
〇
名
の
職
工
が
潮
止
村
に
転
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
潮
止
村
内
の
合
併
以
前
の
単
位
の
会
計

で
あ
る
協
議
費
負
担
者
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
う
か
が
え
、
金
町
製
瓦
の
転
入
に
対
し
て
潮
止
村
の
共
同
体
が
受
け

入
れ
、
地
域
社
会
と
の
密
接
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
と
い
う
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
金
町
村
に
お
い
て
は
村
社
に

ま
で
寄
付
金
を
割
り
当
て
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
対
照
的
だ
と
言
え
る
。

　

こ
の
大
正
期
の
大
き
な
変
化
と
し
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
経
済
発
展
・
物
価
騰
貴
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
潮
止
村
財
政
を
見
る

と
大
正
八
年
度
ご
ろ
か
ら
そ
の
影
響
が
う
か
が
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
前
大
正
七
年
に
金
町
製
瓦
は
日
本
煉
瓦
製
造
に
吸
収
合
併
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
は
金
町
製
瓦
か
ら
付
加
税
を
徴
収
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
潮
止
村
の
税
務
は
、
日
本
煉
瓦
製
造
の
ほ
か
の
工
場
な

ど
が
所
在
す
る
市
町
村
と
、
い
か
に
税
を
分
け
合
う
か
を
協
議
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
結
果
的
に
こ
の
企
業
合
併
は
、
潮
止
村
分
の
徴

税
分
を
金
町
製
瓦
単
独
の
時
代
と
比
較
し
て
減
少
さ
せ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
は
企
業
の
移
転
や
合
併
と
い
う
、
行
政
区
画
と
い
う
境
界
線
と
は
関
係
な
く
動
き
回
る
と
い
う
経
済
主
体
の
一

側
面
に
目
を
向
け
、
行
政
区
画
に
制
約
さ
れ
る
地
方
財
政
や
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
社
会
に
対
し
て
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
。
先

行
研
究
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
同
じ
地
域
に
営
業
拠
点
を
設
置
し
た
事
例
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
地
域
側
が
そ
う
し
た
財
源
に
頼
り

続
け
る
こ
と
に
潜
在
す
る
リ
ス
ク
や
、
逆
に
拠
点
を
置
き
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
側
か
ら
の
依
存
が
企
業
に
と
っ
て
負
担
と
な
り
得

る
こ
と
な
ど
が
本
稿
の
分
析
か
ら
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
市
場
に
お
け
る
競
争
の
結
果
と
し
て
企
業
が
集
約
さ
れ
る
と
、
お
そ
ら
く
合
併

先
と
の
規
模
の
関
係
に
よ
っ
て
影
響
は
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
工
場
が
操
業
を
続
け
た
と
し
て
も
地
方
税
収
の
減
少
が
起
こ
り
得
る
こ
と
も

見
出
さ
れ
た
。
企
業
と
地
域
社
会
と
の
関
係
を
捉
え
る
と
き
、
営
業
拠
点
を
置
き
続
け
る
こ
と
そ
の
も
の
に
含
ま
れ
る
コ
ス
ト
ま
で
見
通

し
た
多
様
な
視
角
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 
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 （

1
） 

「
日
本
に
お
け
る
“
地
域
工
業
化
”
と
投
資
活
動
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
六
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
参
照
。
そ
の
後
も
、
た
と
え
ば
山
口
県

宇
部
地
域
で
継
続
的
な
資
本
蓄
積
が
展
開
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
三
浦
壮
「
近
代
日
本
に
お
け
る
地
方
資
産
家
の
起
業
家
活
動
と
工
業
化
投
資
」

『
社
会
経
済
史
学
』
第
八
一
巻
第
三
号
、
二
〇
一
五
年
な
ど
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

 （
2
） 
『
地
方
か
ら
の
産
業
革
命
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
参
照
。 

 （
3
） 

同
前
九
頁
参
照
。 

 （
4
） 

た
と
え
ば
、
武
田
晴
人
編
『
地
域
の
社
会
経
済
史
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
、
筒
井
正
夫
『
巨
大
企
業
と
地
域
社
会
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇

一
六
年
な
ど
。 

 （
5
） 

た
と
え
ば
、
在
来
産
業
・
軽
工
業
・
重
工
業
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
か
ら
都
市
計
画
へ
の
参
与
な
ど
を
比
較
検
討
し
た
中
野
茂
夫
『
企
業
城
下
町
の
都

市
計
画
』
筑
波
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
や
、
釜
石
に
お
け
る
負
の
側
面
も
捉
え
た
松
石
泰
彦
『
企
業
城
下
町
の
形
成
と
日
本
的
経
営
』
同
成

社
、
二
〇
一
〇
年
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

 （
6
） 

た
と
え
ば
、
千
葉
県
野
田
の
醬
油
醸
造
家
で
あ
る
高
梨
兵
左
衛
門
家
は
、
野
田
に
拠
点
を
置
き
続
け
た
こ
と
で
納
税
な
ど
に
見
ら
れ
る
地
域
貢
献

の
意
義
（
井
奥
成
彦
・
中
西
聡
編
『
醬
油
醸
造
業
と
地
域
の
工
業
化
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
や
都
市
形
成
へ
の
影
響
（
前
掲
中

野
『
企
業
城
下
町
の
都
市
計
画
』）
が
指
摘
さ
れ
、
愛
知
県
半
田
の
肥
料
商
・
醬
油
醸
造
業
者
で
あ
る
萬
三
商
店
小
栗
三
郎
家
は
、
地
域
利
害
に
強

い
関
心
を
持
ち
、
地
域
外
の
経
済
と
の
関
係
を
様
々
に
変
化
さ
せ
な
が
ら
経
済
振
興
に
寄
与
し
て
い
た
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
（
中
西
聡
・
井
奥
成
彦

編
『
近
代
日
本
の
地
方
事
業
家
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）。
ま
た
、
中
規
模
地
方
資
産
家
で
あ
る
大
阪
府
貝
塚
の
廣
海
家
の
分
析
で
は

収
益
性
を
重
視
し
た
投
資
行
動
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
地
域
企
業
へ
の
出
資
を
拡
大
し
て
お
り
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
大
き
か
っ
た
（
石
井

寛
治
・
中
西
聡
編
『
産
業
化
と
商
家
経
営
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）。 

 （
7
） 

一
方
で
、
原
土
採
掘
を
め
ぐ
っ
て
土
地
所
有
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ぶ
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し

て
い
る
。 

 （
8
） 

八
潮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
八
潮
市
史　

通
史
編
Ⅱ
』
八
潮
市
、
一
九
八
九
年
参
照
。
地
方
改
良
運
動
に
つ
い
て
は
宮
地
正
人
『
日
露
戦
後
政

治
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
参
照
。 
 （

9
） 

日
本
煉
瓦
製
造
大
正
七
年
上
半
期
営
業
報
告
書
を
参
照
。 
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 （
10
） 

「
報
告
書
綴(

第
八
回
〜
第
五
九
回
考
課
状
及
び
報
告)(

明
治
二
五
年
八
月
五
日
〜
大
正
七
年
一
月
三
一
日)

」
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
『
日
本
煉

瓦
製
造
株
式
会
社
文
書
』
六
三
七
参
照
。
な
お
、
同
館
所
蔵
の
金
町
製
瓦
の
営
業
報
告
書
は
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
『
日
本
煉
瓦
株
式
会
社
文
書
』

六
四
三

－

一
〜
七
お
よ
び
六
三
七
で
あ
る
。
以
下
、
営
業
報
告
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
年
と
期
を
表
記
す
る
形
に
統
一
し
、
埼
玉
県
立
文
書
館
の
所

蔵
番
号
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。 

 （
11
） 
『
日
本
煉
瓦
一
〇
〇
年
史
』
日
本
煉
瓦
製
造
、
一
九
九
〇
年
、
一
二
七
〜
一
二
八
頁
参
照
。 

 （
12
） 

水
野
信
太
郎
『
日
本
煉
瓦
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
、
一
九
〇
〜
二
二
七
頁
参
照
。 

 （
13
） 

同
前
お
よ
び
三
五
、
四
六
頁
参
照
。 

 （
14
） 

「
明
治
二
一
年
営
業
報
告
書
」
参
照
。 

 （
15
） 

葛
飾
区
編
『
葛
飾
区
史　

下
巻
』
葛
飾
区
役
所
、
一
九
七
〇
年
、
六
四
七
頁
お
よ
び
「
官
庁
往
復　

煉
化
石
并
瓦
製
造
場
取
調
依
頼　

地
質
調
査

掛
」『
回
議
録
・
第
20
類
・
官
庁
往
復
・
２
』
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
行
政
文
書 612.A

2.01

参
照
。 

 （
16
） 

各
年
の
営
業
報
告
書
参
照
。 

 （
17
） 

前
掲
水
野
『
日
本
煉
瓦
史
の
研
究
』
一
七
七
〜
一
八
一
頁
参
照
。 

 （
18
） 

「
明
治
二
一
年
営
業
報
告
書
」
参
照
。 

 （
19
） 

同
前
お
よ
び
「
明
治
二
二
年
上
半
期
営
業
報
告
書
」
参
照
。
な
お
、
設
備
に
つ
い
て
は
こ
の
他
明
治
四
三
年
下
半
期
に
東
京
市
深
川
の
鈴
木
機
械

製
作
所
に
汽
缶
付
属
品
一
切
を
注
文
・
購
入
し
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
（「
明
治
四
三
年
下
半
期
営
業
報
告
書
」
参
照
）。
同
じ
時
期
に
「
汽
機
及
其

付
属
機
」
を
横
浜
の
「
ア
ン
ド
リ
ー
ス
エ
ン
ド
ヂ
ヨ
ル
ヂ
合
名
会
社
」
か
ら
購
入
し
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
（
同
前
）
た
め
機
械
の
種
類
に
も
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
の
機
械
工
業
の
発
展
に
伴
っ
て
近
隣
地
域
か
ら
も
機
械
設
備
を
調
達
可
能
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 （
20
） 

「
明
治
三
三
年
下
半
期
営
業
報
告
書
」
参
照
。 

 （
21
） 

「
大
正
五
年
下
半
期
営
業
報
告
書
」
参
照
。
な
お
、
金
町
製
瓦
は
大
正
六
年
に
「
市
場
供
給
上
船
車
両
便
ノ
場
所
ニ
工
場
ヲ
設
ク
ル
ノ
必
要
」
か

ら
東
京
府
南
足
立
郡
東
渕
江
村
（
現
足
立
区
）
に
亀
有
工
場
の
設
置
を
進
め
る
（「
大
正
六
年
上
半
期
営
業
報
告
書
」）
が
、
大
正
七
年
に
生
産
拡
大

を
目
指
す
埼
玉
県
の
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
潮
止
・
亀
有
は
そ
の
一
工
場
と
し
て
以
後
稼
働
し
て
い
く
（「
大
正
六
年
下
半

期
営
業
報
告
書
」
お
よ
び
前
掲
『
日
本
煉
瓦
一
〇
〇
年
史
』
一
二
八
〜
一
三
〇
頁
参
照
）。
こ
う
し
た
動
き
の
う
ち
、
工
場
の
移
転
先
と
な
っ
た
潮

止
村
と
の
関
係
を
後
半
で
取
り
上
げ
て
い
く
。 
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 （
22
） 

東
京
府
編
『
東
京
府
史　

行
政
編　

第
四
巻
』
東
京
府
、
一
九
三
六
年
、
二
九
八
〜
三
〇
三
頁
参
照
。
こ
う
し
た
明
治
末
か
ら
の
河
川
改
修
工
事

の
背
景
と
し
て
、
た
と
え
ば
山
崎
有
恒
「
明
治
末
期
の
治
水
問
題
」
櫻
井
良
樹
編
『
地
域
政
治
と
近
代
日
本
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
八
年

は
、
明
治
四
三
年
に
関
東
地
方
を
襲
っ
た
大
水
害
を
起
点
と
し
て
治
水
政
策
が
大
き
な
政
治
課
題
と
な
り
、
水
害
地
域
を
地
盤
と
す
る
代
議
士
た
ち

の
政
治
的
な
ま
と
ま
り
を
生
み
出
し
て
政
府
と
と
も
に
臨
時
治
水
調
査
会
が
作
ら
れ
る
一
方
、
地
方
利
益
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
が
広
い
視
野
で
の
治

水
計
画
の
妨
げ
と
な
っ
た
こ
と
を
描
い
て
い
る
。 

 （
23
） 

前
掲
『
日
本
煉
瓦
一
〇
〇
年
史
』
一
二
七
〜
一
二
八
頁
参
照
。 

 （
24
） 

「
大
正
二
年
上
・
下
半
期
営
業
報
告
書
」
参
照
。 

 （
25
） 

町
村
制
施
行
に
伴
う
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
松
沢
裕
作
『
町
村
合
併
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
近
代
』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
参
照
。 

 （
26
） 

東
京
府
南
葛
飾
郡
編
『
南
葛
飾
郡
誌
』
南
葛
飾
郡
、
一
九
二
三
年
、
三
二
九
〜
三
三
四
頁
参
照
。 

 （
27
） 

『
東
京
府
南
葛
飾
郡
第
一
回
郡
勢
一
斑
』
参
照
。
統
計
に
漏
れ
て
い
る
小
規
模
工
場
が
他
に
存
在
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
明
治
三
一
年
に
府
知

事
が
巡
回
し
た
際
の
書
類
に
よ
る
と
、
金
町
の
「
重
ナ
ル
会
社
製
造
所
」
は
金
町
製
瓦
と
金
町
打
綿
工
場
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
野

沢
泰
次
郎
が
社
長
・
持
ち
主
で
あ
る
（『
肥
塚
知
事
管
内
巡
回
書
類
・
明
治
三
一
年
八
月
二
六
日
〜
同
九
月
五
日
』
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
行
政
文

書
六
〇
四
・
Ａ
四
・
一
一
参
照
）。 

 （
28
） 

こ
う
し
た
地
方
税
制
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
藤
田
武
夫
『
日
本
地
方
財
政
発
展
史
』
河
出
書
房
、
一
九
四
三
年
参
照
。 

 （
29
） 

拙
著
『
町
村
「
自
治
」
と
明
治
国
家
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
第
五
・
六
章
参
照
。 

 （
30
） 

「
税
務
ニ
関
ス
ル
書
類
」
前
掲
『
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
文
書
』
六
七
三
所
収
。 

 （
31
） 

前
掲
『
東
京
府
南
葛
飾
郡
第
一
回
郡
勢
一
斑
』
参
照
。
こ
の
他
金
町
村
で
村
会
議
員
選
挙
権
を
有
す
る
者
は
、
一
級
選
挙
人
が
一
八
名
、
二
級
選

挙
人
が
二
〇
三
名
在
住
し
て
い
る
。 

 （
32
） 

市
制
で
も
第
一
二
条
で
規
定
。
ま
た
、
法
人
選
挙
権
に
つ
い
て
は
櫻
井
良
樹
「
明
治
地
方
自
治
制
下
に
お
け
る
法
人
選
挙
権
と
事
業
請
負
者
の
被

選
挙
権
」『
戦
前
日
本
の
経
済
道
徳
Ⅱ
』
麗
澤
大
学
経
済
社
会
総
合
研
究
セ
ン
タ
ーW

orking paper

六
一
号
、
二
〇
〇
一
四
年
参
照
。
金
町
製
瓦

が
議
会
を
通
じ
て
村
政
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
ど
う
か
は
史
料
的
制
約
か
ら
検
討
で
き
な
い
た
め
、
本
報
告
で
は
こ
れ
以
上
踏
み
込
ま
な
い
。 
 （

33
） 

「
凡
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ
公
権
ヲ
有
ス
ル
独
立
ノ
男
子
二
年
以
来
（
一
）
町
村
ノ
住
民
ト
ナ
リ
（
二
）
其
町
村
ノ
負
担
ヲ
分
任
シ
及
（
三
）
其
町
村

内
ニ
於
テ
地
租
ヲ
納
メ
若
ク
ハ
直
接
国
税
年
額
二
円
以
上
ヲ
納
ム
ル
者
ハ
其
町
村
公
民
ト
ス
（
後
略
）」。 
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 （
34
） 

前
掲
拙
著
参
照
。 

 （
35
） 

大
正
五
年
一
月
二
一
日
付
郷
社
葛
西
神
社
社
司
香
山
治
英
発
金
町
製
瓦
株
式
会
社
宛
文
書
（「
大
正
五
年
一
月
起
大
正
六
年
十
二
月
迄　

往
復
文

書
綴
」
前
掲
『
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
文
書
』
六
八
一
所
収
）
参
照
。 

 （
36
） 
明
治
四
四
年
一
二
月
一
二
日
付
金
町
製
瓦
株
式
会
社
取
締
役
金
枝
道
三
代
理
長
谷
翁
輔
発
上
下
ノ
割
加
用
水
普
通
水
利
組
合
管
理
者
南
葛
飾
郡
長

鷲
見
金
三
郎
宛
願
書
（「
明
治
四
拾
五
年
壱
月
以
降
官
庁
ニ
関
ス
ル
書
類
」
前
掲
『
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
文
書
』
六
六
三
所
収
）
参
照
。
軌
道

の
利
用
開
始
時
に
つ
い
て
は
史
料
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。 

 （
37
） 

明
治
四
二
年
に
八
木
郷
村
大
字
久
兵
衛
・
大
字
高
須
へ
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
円
の
神
酒
料
、
大
正
二
〜
四
年
に
八
木
郷
村
大
字
高
須
へ
道
路
修
繕
費
を

各
年
八
〇
円
ず
つ
寄
付
し
て
い
る
（「
納
付
書
」
前
掲
『
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
文
書
』
六
五
三
参
照
）。 

 （
38
） 

同
前
所
収
の
史
料
参
照
。 

 （
39
） 

明
治
三
二
年
に
創
業
し
、
四
五
年
に
京
成
電
気
軌
道
に
合
併
さ
れ
た
帝
釈
人
車
鉄
道
株
式
会
社
の
創
業
時
の
株
主
の
一
人
（「
決
算
報
告　

帝
釈

人
車
鉄
道
株
式
会
社
」『
文
書
類
纂
・
第
二
課
文
書
・
土
木
・
第
一
九
類
・
鉄
道
・
第
一
巻
』
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
東
京
府
行
政
文
書
六
二
四
・

Ｄ
五
・
〇
二
所
収
の
明
治
三
二
年
下
半
期
営
業
報
告
書
お
よ
び
「
指
令
書
交
付
之
件　

帝
釈
人
車
軌
道
株
式
会
社
」『
文
書
類
纂
・
土
木
・
第
一
四

類
・
軌
道
鉄
道
・
第
六
巻
』
同
前
六
三
〇
・
Ｂ
四
・
二
三
参
照
。
帝
釈
人
車
鉄
道
は
資
本
金
二
万
円
で
金
町
製
瓦
と
比
べ
て
規
模
が
小
さ
い
た
め
、

先
述
の
金
町
村
の
法
人
選
挙
権
取
得
者
で
は
な
い
と
考
え
た
）。 

 （
40
） 

前
掲
「
税
務
ニ
関
ス
ル
書
類
」
に
収
録
さ
れ
た
大
正
六
年
の
「
雑
種
税
法
人
建
物
税
区
分
調
」
を
参
照
。 

 （
41
） 

『
官
報
』
明
治
四
十
四
年
一
一
月
一
六
日
付
。 

 （
42
） 

潮
止
村
の
模
範
村
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
は
前
掲
『
八
潮
市
史　

通
史
編
Ⅱ
』
三
〇
二
〜
三
〇
四
頁
参
照
。 

 （
43
） 

町
村
合
併
以
前
の
単
位
が
そ
れ
ぞ
れ
に
土
木
事
業
を
実
施
し
、
日
露
戦
後
期
ご
ろ
か
ら
行
政
村
を
単
位
に
事
業
が
実
現
し
始
め
る
と
い
う
事
例
は

住
友
陽
文
「
公
民
・
名
誉
職
理
念
と
行
政
村
の
構
造
」『
歴
史
学
研
究
』
第
七
一
三
号
、
一
九
九
八
年
が
捉
え
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
移
行
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
地
域
ご
と
に
多
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 （
44
） 

前
掲
「
税
務
ニ
関
ス
ル
書
類
」
所
収
。 
 （

45
） 

「
大
正
三
年
五
月
改
職
工
賃
金
台
帳
」
前
掲
『
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
文
書
』
四
七
六
と
「
大
正
六
年
八
月　

職
工
日
給
額
台
帳
」
同
前
六
八

五
の
双
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
を
継
続
雇
用
者
と
考
え
、
推
計
し
た
。 
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 （
46
） 

日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
に
吸
収
合
併
後
の
大
正
八
年
度
か
ら
登
場
す
る
史
料
だ
が
、
潮
止
村
が
課
税
の
た
め
に
「
現
住
者
取
調
」
と
し
て
現
住

有
無
・
収
得
金
労
賃
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
を
毎
年
度
行
う
よ
う
に
な
る
（「
大
正
五
年
壱
月
起
税
務
ニ
関
ス
ル
書
類
」
前
掲
『
日
本
煉
瓦
製
造
株
式

会
社
文
書
』
六
七
三
）。
こ
の
史
料
で
は
五
〇
名
ほ
ど
の
人
名
が
一
覧
に
さ
れ
て
い
る
が
、
職
工
の
中
に
は
工
場
敷
地
内
に
居
住
し
て
い
る
者
も
一

定
数
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。 

 （
47
） 
『
潮
止
村
勢
要
覧
（
大
正
八
年
）』（
八
潮
市
立
資
料
館
所
蔵
）
参
照
。 

 （
48
） 

た
だ
し
、
所
得
税
や
営
業
税
の
付
加
税
に
つ
い
て
、
企
業
の
移
転
や
他
の
営
業
拠
点
所
在
地
と
の
間
で
の
税
分
割
の
協
定
が
遅
れ
て
い
る
場
合
、

村
税
収
入
で
は
な
く
過
年
度
収
入
と
し
て
計
上
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
（
前
掲
拙
著
第
六
章
参
照
）。 

 （
49
） 

「
会
議
部
（
村
会
）」
八
潮
市
立
資
料
館
所
蔵
行
政
文
書
四
七
〇
三
所
収
の
各
年
度
の
事
務
報
告
書
を
参
照
。 

 （
50
） 

同
前
所
収
の
大
正
五
年
度
事
務
報
告
書
参
照
。 

 （
51
） 

「
大
正
十
一
年　

潮
止
村
の
治
績
」『
八
潮
の
地
方
改
良
運
動
史
料
』
八
潮
市
、
一
九
八
四
年
、
二
五
二
〜
二
五
三
頁
。 

 （
52
） 

以
下
、
こ
こ
で
の
税
額
に
関
す
る
情
報
は
す
べ
て
前
掲
「
税
務
ニ
関
ス
ル
書
類
」
所
収
の
史
料
を
参
照
。 

 （
53
） 

国
税
営
業
税
額
は
大
正
四
年
施
行
の
改
正
営
業
税
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
。
営
業
税
法
の
規
定
は
国
税
庁
税
務
大
学
校
税
務
情
報
セ
ン

タ
ー
租
税
史
料
室
編
著
『
営
業
税
関
係
資
料
集
』
同
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
し
た
。 
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